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SSR や AVR の導入のための政治的な後押しが不可欠であるとする。また開発アプローチの特徴として、それは自発
的・情報共有型であり、根本原因への対応なども含んでおり、供給側だけでなく需要側への取り組みも重視する点を
指摘する。 
 結論的には、この問題の解決のためには、武器輸出管理レジームと開発アプローチが車の両輪のように一体のもの
として発展していくべきであるし、それらの統合などの政策提言を行っている。 
 本論文は、小型武器への対応として包括的に問題をとらえ、武器輸出管理レジームと開発アプローチの統合をめざ
すもので、これまでの研究に見られない新たな視角を提示するものであり、学界への大きな寄与をなすものと考えら
れるので、審査員一同は博士（国際公共政策）の学位を授与するのに値すると考える。 
